
参
考
書
誌
研
究
・
第
二
八
号
（
一
九
八
四
・
一
〇
）

永
暦
重
修
『
三
洋
県
志
』
に
つ
い
て

ノ

土
　
屋
　
紀
　
義

　
当
館
所
蔵
資
料
の
う
ち
に
、
『
寧
洋
県
志
』
九
巻
合
一
冊
（
原
二
冊
）
〈
請

求
記
号
一
六
一
一
一
一
M
と
い
う
中
倒
の
地
方
志
が
あ
る
。
分
量
は
少
な

く
、
内
容
か
ら
い
っ
て
も
、
さ
し
て
す
ぐ
れ
た
も
の
と
も
思
え
な
い
、
お

よ
そ
見
栄
え
の
七
な
い
と
る
に
た
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
資
料
で
あ
る
。

　
と
’
こ
ろ
が
、
現
物
を
ち
ょ
っ
と
子
細
に
み
て
み
る
と
、
い
さ
さ
か
ひ
っ

か
か
る
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
。
国
立
国
会
図
書
館
参
考
書
寒
心
編
『
中
国

地
方
志
総
合
目
録
』
（
同
館
　
一
九
六
九
年
刊
）
二
五
五
頁
に
載
っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
「
永
暦
二
十
九
年
（
一
六
七
五
）
序
刊
本
」
と
あ
る
よ
う
に
、
，

こ
の
『
三
洋
県
志
』
に
は
、
「
永
暦
二
十
九
年
歳
次
三
三
仲
春
文
林
旧
知
寧

三
宅
事
金
基
謹
序
」
と
い
う
序
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
、
こ
の
「
永
暦
」
ど
い
う
年
号
、
い
さ
さ
か
で
も
、
明
王
朝
が
滅
亡
し

清
王
朝
が
中
国
を
そ
の
支
配
下
に
お
さ
め
て
ゆ
く
歴
史
の
過
程
に
つ
い
て

知
識
を
持
．
つ
も
の
に
と
っ
て
は
周
知
の
と
お
り
。
崇
禎
十
七
年
（
一
六
四

四
）
三
月
、
李
自
弓
ひ
き
い
る
民
衆
叛
乱
軍
が
北
京
に
進
入
し
明
朝
最
後
　
二

の
皇
帝
崇
亡
帝
は
、
．
景
山
に
自
総
し
た
。
李
自
成
書
は
、
続
い
て
中
原
の
　
天

地
に
進
入
し
て
き
た
満
州
族
の
軍
隊
に
打
ち
破
ら
れ
、
清
朝
の
中
国
支
配

へ
の
道
が
ひ
ら
け
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
内
乱
の
な
か
で
、
明
朝
の
残
存
勢

力
は
、
中
国
南
部
に
い
く
つ
か
の
亡
命
王
朝
を
形
成
し
て
、
．
清
朝
に
対
す

る
抵
抗
を
お
ご
な
り
た
。
史
家
は
、
こ
れ
ら
諸
王
朝
を
一
括
し
て
南
明
と

よ
ん
で
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
清
の
年
号
で
い
う
と
順
治
三
年
（
一
六
四

六
）
、
明
の
宗
室
の
一
人
、
桂
王
朱
由
榔
が
奉
戴
ざ
れ
、
現
在
の
広
東
省
の

肇
慶
に
都
し
た
の
が
、
永
暦
の
年
号
を
用
い
る
、
所
謂
永
暦
王
朝
で
あ
っ

た
。　

そ
の
永
暦
の
年
号
を
記
す
序
文
を
載
せ
る
『
寧
西
下
志
』
は
、
い
わ
ば

明
の
遺
民
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
で
、
い

さ
さ
か
の
珍
ら
し
さ
を
持
つ
資
料
な
の
で
お
る
。
た
だ
し
、
も
う
少
じ
具

体
的
に
見
て
行
く
と
、
．
こ
の
あ
だ
り
の
事
情
、
や
や
複
雑
で
み
る
。
つ
ま



研
、
「
永
暦
二
十
九
年
」
と
い
う
数
字
が
問
題
と
な
る
。
・
永
暦
二
十
九
年
、

、
す
な
わ
ち
西
暦
一
六
七
五
年
、
清
朝
の
年
号
で
い
う
と
康
煕
十
五
年
で
あ

．
る
。
崇
達
書
の
死
よ
り
お
よ
そ
三
十
年
、
’
そ
の
頃
、
永
暦
政
権
が
ま
だ
存

在
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
実
は
、
す
で
に
そ
の
よ
う
な
も
の
は
、
と
う

の
む
か
し
に
雲
散
霧
消
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
、
．
手
も
と
に
あ
る
小
さ

な
年
表
で
み
る
と
、
南
明
の
諸
王
朝
の
な
か
で
も
、
最
後
ま
で
余
命
を
保

っ
て
い
た
永
暦
王
朝
も
、
そ
の
十
五
年
を
も
っ
て
滅
亡
し
、
こ
こ
に
、
、
明

は
亡
び
た
と
あ
る
。
時
に
清
の
順
治
十
八
年
、
西
暦
噛
一
六
六
一
年
。
こ
の

時
代
に
関
す
る
基
本
的
な
研
究
書
た
る
謝
国
槙
の
『
南
明
史
略
』
（
上
海

一
九
五
七
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
十
二
月
、
永
暦
帝
は
逃
亡
先
の
ゼ

ル
マ
で
と
ら
え
ら
れ
、
清
軍
の
手
中
に
お
ち
い
り
、
翌
年
四
月
殺
さ
れ
て

い
る
。
、

　
そ
れ
で
は
、
「
永
暦
一
．
一
十
九
年
」
と
い
う
数
字
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な

・
事
情
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
に
ふ
れ
る
前
に
寧
洋
県
の
位
置
を
簡
単
に

，
示
し
て
お
こ
う
コ
こ
の
地
は
、
福
建
省
の
西
南
部
、
慶
門
か
ら
九
龍
江
を

は
る
か
さ
か
の
ぼ
っ
た
山
間
部
に
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
場
所
を
確
認
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

し
た
の
は
、
丁
文
江
編
『
中
国
分
省
新
図
』
（
筆
者
が
見
た
の
は
、
一
九
三

九
年
置
の
第
四
版
）
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
最
近
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
二
、

三
の
地
図
帳
で
は
」
こ
の
地
名
を
見
出
す
を
得
な
か
っ
た
。
行
政
区
画
の

変
更
等
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
三

洋
県
が
福
建
省
に
あ
っ
た
と
い
テ
こ
と
が
、
こ
の
書
物
の
刊
行
の
事
情
に

多
少
の
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
．
こ
こ
に
、
そ
れ
を
確

認
し
て
お
こ
う
と
思
う
ゆ
・

　
そ
二
で
、
次
に
本
題
忙
も
ど
ろ
う
。
、
永
暦
二
十
九
年
と
い
う
、
い
わ
ぜ

架
空
の
年
記
の
付
さ
れ
た
『
三
洋
県
志
』
の
刊
行
を
め
ぐ
る
事
情
を
明
ら

か
に
す
る
材
料
は
、
実
は
、
『
寧
興
野
志
』
そ
の
も
の
に
あ
る
。
『
正
身
県

志
』
は
、
明
代
以
来
、
何
回
か
刊
行
ざ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
な

か
で
、
『
寧
洋
県
志
』
，
一
〇
巻
、
康
煕
三
一
年
（
一
六
九
二
）
序
刊
本
と
い
、

う
も
の
が
あ
り
、
．
前
掲
『
中
国
地
方
誌
総
合
目
録
』
・
に
ま
れ
ば
、
日
本
国

内
で
は
、
東
洋
文
庫
と
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
巻
一
〇
雑

事
志
・
兵
乱
、
の
條
に
つ
ぎ
の
よ
、
つ
な
記
事
が
み
ら
れ
る
。

　
　
康
煕
±
二
年
　
（
一
六
七
四
）
三
月
、
臥
精
薬
、
反
し
て
福
州
に
認
り
、

　
　
轍
を
傳
え
て
各
属
の
郡
縣
に
降
ら
ん
こ
と
を
諭
す
。
二
十
八
日
、
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
寧
洋
に
至
る
も
、
文
武
の
官
は
倶
に
随
順
し
て
、
各
々
原
職
に
重
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ

　
　
四
丹
、
海
澄
公
増
増
度
、
潭
州
に
坐
り
、
陽
わ
り
て
海
上
の
命
を
受

　
　
け
、
稗
将
を
分
遣
し
て
各
三
浦
を
取
ら
し
む
レ
時
に
知
悉
常
鉱
禧
、

　
　
警
を
開
き
、
防
守
王
三
富
の
異
志
有
る
を
疑
い
、
遂
に
永
安
遊
撃
梁

　
　
鳳
起
に
、
協
防
を
請
う
。
八
月
初
二
日
に
至
り
て
、
城
内
の
居
民
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
る

　
　
郷
に
往
き
て
逃
避
せ
ん
こ
と
を
聴
す
。
廿
五
日
、
海
将
志
念
、
衆
を

　
　
率
い
て
来
り
、
城
を
攻
む
。
梁
起
鳳
一
王
邦
富
、
兵
を
統
べ
て
之
を

　
　
拒
み
、
海
兵
敗
退
す
。
午
後
に
至
り
、
復
た
四
集
す
。
起
鳳
・
邦
富
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ

　
　
力
支
え
ず
、
退
き
て
城
を
磨
り
て
拒
諾
す
。
海
兵
、
勝
に
乗
じ
て
長

　
　
濡
し
て
縣
に
至
る
。
廿
六
日
、
四
面
攻
令
す
。
九
月
初
五
日
、
海
兵

　
　
い
つ

　
　
偉
わ
り
退
く
。
是
の
晩
、
即
ち
兵
を
増
し
来
攻
す
。
想
念
富
、
遂
に

　
　
青
雲
橋
及
び
城
外
の
民
居
を
焼
き
、
常
鉱
禧
・
発
起
鳳
と
永
安
に
遁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ん

　
　
嘱
す
。
初
六
日
辰
刻
、
城
破
る
。
絹
篠
す
る
こ
と
満
載
、
「
愚
書
の
偽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
官
、
生
民
を
刻
剥
し
、
此
れ
自
り
城
郭
坂
嘘
と
な
り
、
田
盧
棄
廃
せ

　
　
ら
る
。
十
六
年
二
月
初
四
日
、
－
王
師
、
之
を
克
復
す
℃

　
　
（
『
光
緒
寧
洋
酒
志
』
光
緒
元
年
（
一
八
七
五
Y
序
刊
　
巻
十
二
雑
事

［充．
一
P



志
・
兵
乱
の
條
に
こ
れ
と
略
ぼ
同
文
の
記
事
が
あ
る
コ
多
少
の
異
同

」
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
も
参
酌
し
た
。
な
お
筆
者
が
見
た
の
は
、
『
中

国
方
志
叢
書
』
二
〇
三
所
収
の
影
印
本
で
あ
る
。
）

　
こ
こ
に
出
て
く
る
取
至
忠
と
は
、
元
来
清
の
有
力
武
将
で
、
福
建
地
方

に
お
い
て
大
き
な
勢
力
を
た
く
わ
え
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
呉
三
献
の
乱

が
起
き
る
と
翌
年
こ
れ
に
呼
応
し
て
清
に
叛
き
、
福
建
を
根
拠
に
周
辺
各

省
の
一
部
を
勢
力
下
に
置
き
、
■
さ
ら
に
台
湾
の
鄭
氏
と
も
手
を
結
ん
だ
。

し
か
し
、
一
六
七
六
年
、
清
に
降
服
し
、
一
六
八
二
年
、
殺
さ
れ
た
。
寧

洋
県
に
お
い
て
、
康
煕
十
三
年
（
一
六
七
四
）
か
ら
康
煕
十
五
年
（
一
六

七
六
）
ま
で
足
か
け
三
年
に
わ
た
っ
て
存
在
し
て
い
た
状
況
は
、
こ
の
よ

う
な
、
中
国
南
部
に
鎮
す
る
有
力
武
将
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
清
朝
に
対
し
て

叛
乱
を
起
こ
す
と
い
う
、
康
煕
帝
治
下
の
清
朝
支
配
体
制
に
お
け
る
一
つ

の
危
機
が
背
景
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
寧
洋
妾
に
お
け
る
、
南
明
永

暦
政
権
の
正
朔
を
奉
ず
る
勢
力
に
よ
る
足
か
け
三
年
に
わ
た
る
支
配
は
、

以
上
、
簡
単
に
説
明
し
た
政
治
史
の
大
き
な
流
れ
の
中
の
ほ
ん
の
一
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
し
て
極
く
短
期
間
継
続
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ち
な
み

に
、
福
建
山
間
部
に
お
け
る
こ
の
一
件
に
関
し
．
て
、
『
清
実
録
』
に
何
か
記

載
が
な
い
か
調
べ
て
み
た
が
、
福
建
、
漸
江
、
江
西
地
方
に
お
け
る
叛
乱

の
詳
細
な
情
況
を
告
げ
る
記
述
の
中
に
、
何
一
つ
情
報
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

　
永
暦
二
十
九
年
、
「
す
な
わ
ち
康
煕
十
四
年
、
仲
春
（
陰
暦
二
月
）
の
序

を
付
す
『
寧
洋
洗
蒔
』
は
、
前
年
九
月
六
日
（
陰
暦
）
清
朝
勢
力
が
県
城

を
逃
亡
し
て
か
ら
お
よ
そ
半
年
に
し
て
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
通
常
、

こ
の
種
の
著
作
の
完
成
に
は
、
如
何
に
小
規
模
の
も
の
で
あ
れ
、
相
当
の

日
数
を
必
要
と
す
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
し
て
兵
馬
倥
偬
の
間
に
事
を
運
ぶ

の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
つ
戦
乱
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
地
域
は
、
書
物

の
編
纂
作
業
を
保
障
す
る
条
件
を
極
め
て
劣
悪
に
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ん
や
、
当
時
の
こ
の
地
の
状
況
は
、
敵
の
攻
勢
に
よ
っ
て
い
つ
敗
北

す
る
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
を
、
，
清
朝
勢
力
の
逃
亡
か
ら
わ
ず
か
に
六
ヶ
月
程
の
間
に
ひ
と
つ
の
書

物
を
、
い
わ
ば
デ
ッ
チ
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
、
答
え
は
一
永
暦
『
寧
洋
県

志
』
そ
の
も
の
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
序
文
の
後

半
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
前
略
）
斯
の
邑
に
入
る
や
、
層
城
郭
空
し
く
存
し
、
人
民
逃
散
し
、
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
じ

二
号
蕎
、
真
に
漉
涙
に
堪
え
た
り
。
記
室
に
甚
至
て
は
、
之
を
回
禄

　
　
　
　
ぶ
ん
し
ょ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら
べ

に
付
し
、
案
順
は
す
で
に
蓋
く
坑
灰
た
り
、
即
し
憂
患
を
検
稽
ん
と

欲
す
る
も
、
山
豆
に
尊
べ
け
ん
や
。
た
ま
た
ま
智
井
よ
り
墓
誌
を
拾
得

し
た
り
。
去
皿
し
中
畑
蒲
亮
の
作
る
所
な
り
。
其
の
版
秩
の
遺
失
、
十

の
う
ち
二
、
三
有
り
。
（
中
略
）
其
の
夷
虜
の
頽
風
を
遷
り
、
我
が
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ

朝
の
奮
白
描
を
復
し
一
草
創
、
略
ぼ
具
わ
ら
ん
。
（
中
略
）
、
諸
を
梓
人

に
命
じ
、
千
秋
万
世
の
下
を
し
て
中
興
の
盛
學
、
文
墨
の
徴
す
る

に
足
る
を
知
ち
し
め
ん
と
云
う
。

　
て
こ
に
見
え
る
「
前
回
三
三
の
作
る
所
」
の
旧
志
と
は
、
康
煕
元
年
（
一

六
六
二
）
序
刊
、
蒲
下
等
輯
の
『
寧
洋
県
志
』
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ぎ

国
内
で
は
、
現
在
東
洋
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
永
暦
『
寧
洋
県
志
』

が
、
実
は
、
右
に
引
い
た
序
文
の
記
述
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
康

煕
元
年
序
刊
の
『
楽
楽
県
志
』
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で

o



あ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
ま
で
の
こ
と
か
、
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
一
目
瞭
然
と
な
る
。
・
そ
し
て
、
極
め
て
短
期
間
に
「
改
訂
版
」
を

出
す
こ
と
が
で
き
た
所
以
、
お
よ
び
、
永
暦
『
寧
洋
弓
志
』
の
荘
重
な
序

文
の
虚
偽
の
個
所
と
を
は
グ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
康
煕
元
年
序
刊
『
寧
洋
県
志
』
と
永
暦
の
そ
れ
と
の
間
に
は
、
、
細
か
く

言
う
と
、
か
な
り
の
個
所
の
相
違
が
あ
る
の
だ
が
、
一
々
こ
れ
を
掲
げ
る
．

煩
に
堪
え
な
い
の
で
、
、
以
下
で
は
、
論
旨
の
大
筋
に
か
か
わ
る
こ
と
だ
け

を
述
べ
て
行
こ
う
。

　
ま
ず
第
一
に
、
一
永
暦
志
（
以
下
、
永
暦
二
十
九
年
歯
刊
『
寧
洋
県
志
』

を
こ
・
γ
略
称
す
る
。
）
の
序
に
、
「
…
…
寒
国
を
得
た
り
。
蓋
し
、
前
章
薫
「

亮
の
作
る
所
な
り
。
其
の
版
帳
の
遺
失
、
十
の
う
ち
二
、
一
二
有
り
」
と
言

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
真
赤
な
ウ
ソ
。
康
煕
元
年
志
（
以
下
、
康
煕
元
年

序
刊
『
三
洋
県
志
』
を
こ
う
略
称
す
惹
。
）
の
内
容
を
永
暦
志
は
、
そ
の
ま

ま
流
用
し
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
こ
に
は
、
遺
失
の
あ
る
形
跡
は
見
ら
れ

な
い
。
十
の
う
ち
二
、
三
も
失
な
わ
れ
て
い
な
い
。
（
た
だ
し
数
丁
分
の
版

木
を
新
た
に
起
こ
し
て
い
る
）
い
う
ま
で
も
な
く
、
当
面
の
敵
方
の
作
っ

た
康
煕
元
年
志
の
序
文
は
、
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
・

百
パ
ー
セ
ン
ト
そ
の
ま
ま
版
木
を
利
用
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
訳
だ

が
。
元
来
、
前
近
代
の
中
国
の
地
方
志
は
、
先
人
の
作
っ
た
当
該
地
方
の

地
方
志
の
序
文
を
丹
念
に
自
分
た
ち
の
編
修
し
た
も
の
に
編
入
す
る
習
慣

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
・
こ
の
康
煕
元
年
志
は
、
明
代
の
『
寧
洋
意
志
』
の

、
序
文
を
収
め
、
こ
の
後
、
清
朝
治
下
に
何
回
か
編
集
さ
れ
た
も
の
も
、
先

行
の
県
志
の
事
蹟
の
類
い
を
丹
念
に
ひ
ろ
い
集
め
て
い
る
。
’
こ
の
点
で
永

暦
志
は
例
外
で
あ
る
が
、
．
こ
こ
に
、
敵
方
で
あ
る
清
朝
と
の
対
立
関
係
が
、

切
迫
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
診
よ
び
、
ヒ
自
ら
の
よ
ρ
て
立
つ
基
盤
が
、

前
王
朝
を
あ
る
程
度
客
観
化
し
う
る
に
は
程
遠
い
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を

か
い
ま
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
・

　
第
二
．
に
、
内
容
を
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
流
用
し
て
・
い
る
わ
け
で
あ
る

が
、
し
か
し
、
す
こ
し
ず
つ
、
削
除
を
行
っ
て
そ
こ
に
別
の
字
を
埋
め
て

い
る
。
こ
れ
が
、
「
其
の
夷
虜
の
頽
風
を
怠
り
、
我
が
明
朝
の
旧
典
を
復
し
」

云
々
と
い
う
永
暦
志
序
文
に
言
う
と
こ
ろ
の
実
体
で
あ
る
。
内
容
の
点
か

ら
言
っ
て
、
．
明
ら
か
に
対
清
関
係
に
関
連
す
る
場
合
と
し
て
は
、
康
煕
元

年
志
に
「
三
朝
」
と
あ
る
所
を
「
三
朝
」
と
変
え
た
り
、
「
甲
午
以
来
」
と

、
あ
る
と
こ
ろ
を
「
虜
気
以
来
」
と
変
え
た
り
、
「
順
治
戊
子
乱
」
と
あ
る
と

こ
ろ
を
「
山
冠
戊
子
乱
」
と
変
え
た
り
あ
る
い
は
「
鼎
含
量
」
と
あ
る
の

を
「
虜
変
後
」
と
変
え
る
と
言
っ
た
程
度
の
も
の
で
あ
っ
て
、
「
夷
虜
の
頽

風
を
遮
り
、
・
明
朝
の
旧
典
を
復
」
す
る
な
ど
と
大
げ
さ
な
こ
と
で
は
な
い

の
で
あ
る
。
「

　
こ
の
あ
た
り
、
荘
重
な
漢
文
に
よ
っ
て
事
を
大
ザ
さ
に
飾
ゲ
立
て
る
士

大
夫
の
文
章
走
、
．
そ
れ
が
表
わ
す
実
体
と
の
間
の
乖
離
の
格
好
の
標
本
と

言
え
る
か
も
し
れ
女
い
。

　
も
う
一
つ
、
康
煕
元
年
志
と
永
暦
志
と
の
間
に
、
”
顕
著
な
相
違
を
見
て

と
る
ご
と
が
で
き
る
。
前
者
の
版
式
、
文
字
等
は
、
当
時
の
出
版
物
と
し

て
は
、
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
質
を
持
っ
て
い
る
。
一
方
後
者
の
そ
れ
は
、
一

ま
ず
め
っ
た
に
な
い
よ
う
な
拙
劣
な
版
が
起
こ
さ
れ
た
ゆ
、
埋
め
木
が
な

さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
こ
れ
ら
の
資
料
が
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
テ
に
し
て

書
物
の
か
た
ち
と
七
て
と
と
の
え
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
は

良
く
わ
か
ら
な
い
。
，
し
か
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
．
戦
乱
の
な
か
の
寧
洋

弓
近
辺
に
お
い
て
、
し
か
る
べ
き
職
人
も
み
つ
か
ら
ず
、
ま
た
み
つ
け
る

に
必
要
な
時
間
も
な
く
、
止
む
を
得
ず
、
一
素
人
か
、
あ
る
恥
は
素
人
走
あ

三
，



ま
り
変
ら
な
い
程
度
の
者
に
事
を
運
ば
せ
る
し
か
な
い
事
情
の
中
で
刊
行

さ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
、
の
で
あ
る
。

　
永
暦
志
と
康
煕
元
年
志
と
の
相
違
の
も
テ
一
つ
の
顕
著
な
例
。
永
暦
志

は
九
巻
、
康
煕
元
年
志
は
八
巻
、
こ
の
巻
数
の
違
い
は
、
永
暦
志
に
巻
九

雑
事
志
が
増
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
原
物
を
見

る
と
、
わ
ず
か
三
丁
が
増
え
た
の
み
で
、
内
容
も
、
寺
院
・
道
観
等
に
つ

い
て
の
急
く
簡
単
な
記
事
が
散
見
し
て
い
6
に
ず
ぎ
な
い
。
先
行
の
康
煕

．
志
と
の
相
違
を
強
調
す
る
た
め
だ
け
に
の
み
と
も
か
く
ふ
や
し
た
の
だ
と

い
う
編
者
の
意
図
を
明
白
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
．

　
“
以
上
み
て
き
た
と
こ
ろ
が
ら
、
永
暦
志
が
、
わ
ず
か
半
年
ほ
ど
の
聞
に

刊
行
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
意

図
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
成
立
の
事
情
か
ら
し
て
、

永
暦
志
の
内
容
が
全
く
と
る
に
足
ら
な
い
も
の
と
な
る
こ
と
は
必
然
的
結

果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
方
の
小
権
力
が
、
自
己
の
撮
点
を
ど
も
か
く

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
や
い
な
や
こ
の
よ
う
な
地
方
志
の
刊
行
を
急
い

だ
こ
と
、
そ
う
い
う
特
異
な
情
況
の
う
ち
に
、
中
国
の
地
方
志
の
刊
行
が
、

　
一
般
的
に
言
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
に
行
わ
れ
る
の
か
、
．
そ
の

意
図
が
、
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
れ
を
、
わ
れ
わ

れ
は
、
端
的
に
み
て
攣
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
、
こ
の

片
々
た
る
永
暦
志
の
も
つ
一
つ
の
意
味
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
・

な
か
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
・

　
永
暦
志
に
つ
い
で
は
、
各
種
書
目
類
、
各
種
機
関
の
蔵
書
目
録
穎
に
困

そ
の
存
在
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
天
下
の
孤
本
と
言

っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
先
行
の
各
回
の
序
文
を
集
め
て
、

そ
の
巻
十
一
下
、
芸
文
志
下
に
収
め
て
い
る
『
懸
緒
寧
洋
琴
志
』
も
、
永
、

暦
志
に
つ
い
て
は
、
全
く
沈
黙
し
て
い
る
。
光
緒
志
の
編
纂
さ
れ
た
頃
馴

す
で
に
中
国
で
は
永
暦
志
は
灌
滅
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
清
朝
側

に
と
っ
て
は
「
賊
」
の
や
っ
た
こ
と
に
触
れ
る
こ
と
を
は
ば
か
っ
た
の
か
』

い
ず
れ
に
し
て
も
、
永
暦
志
の
現
状
は
、
そ
の
刊
行
の
状
況
か
ら
し
て
、

な
る
べ
く
し
て
な
っ
た
と
い
っ
て
良
か
ろ
う
。
む
し
ろ
、
現
在
ま
で
残
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
お
か
し
い
く
ら
い
の
こ
と
か
も
し
れ
ぬ
。

　
永
暦
志
は
、
’
明
治
九
卑
に
．
当
時
の
東
京
書
籍
館
に
文
部
省
よ
り
交
付

さ
れ
て
い
る
。
西
村
正
守
・
佐
野
力
「
東
京
書
籍
館
に
お
け
る
旧
藩
蔵
書

の
収
集
」
（
『
図
書
館
研
究
シ
リ
ー
ズ
』
十
五
号
所
収
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い

る
文
部
省
よ
り
の
交
付
書
目
で
、
石
川
県
の
項
に
，
「
寧
洋
県
下
　
二
冊
」

と
あ
っ
て
、
か
っ
て
加
賀
藩
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
前

田
家
の
典
籍
聚
集
は
、
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
永
暦
志
の
よ
う
な
、

片
々
た
る
資
料
ま
で
が
、
そ
の
収
集
対
象
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
．

層
前
田
家
に
よ
る
収
集
が
、
い
か
に
徹
底
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ

と
に
、
思
い
を
致
さ
せ
る
の
で
あ
る
コ

　
（
東
洋
文
庫
所
蔵
資
料
の
利
用
に
際
し
て
、
同
文
庫
の
鈴
木
立
子
氏
の
教

示
を
受
け
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
）

付
記
　
　
小
稿
校
正
中
に
、
崔
建
英
「
永
尻
《
守
皮
具
志
》
版
本
枳
辮
」
（
『
文
，

物
』
一
九
八
三
年
一
二
期
）
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
が
、
残
念
な
が
ら

参
考
に
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
か
っ
た
。
併
せ
て
参
照
を
乞
う
。
な
お
》
こ

の
論
文
が
依
拠
す
る
材
料
は
、
当
館
所
蔵
本
の
複
写
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
云

で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
ち
や
・
の
り
よ
し
　
人
文
課
）

　　　一　圭一


